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「
分
野
ご
と
の
総
合
相
談
」
で
は
な
く
、
分
野

を
問
わ
な
い
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。
二

つ
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
こ
れ
ま
で
「
心

配
事
相
談
所
」
等
に
よ
る
相
談
事
業
や
、
生
活

の
困
り
ご
と
に
対
し
て
制
度
外
の
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
し
、
実
施
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
こ
と
。

そ
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
社
会
福
祉
法
の

定
め
に
よ
り
、「
そ
の
区
域
内
に
お
け
る
社
会

福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る
者
及
び

社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者
が
参
加
す

る
こ
と
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
地
域
内
に
お

い
て
、
分
野
を
超
え
た
連
携
の
実
績
を
有
す
る

こ
と
な
ど
、
支
援
法
や
支
援
法
の
考
え
方
を
協

議
し
た
国
の
特
別
部
会
が
求
め
る
条
件
に
最
も

近
い
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
で
す
。

た
だ
、
一
方
で
は
一
部
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
、
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
と
こ
ろ
や

介
護
保
険
事
業
以
外
の
活
動
が
十
分
で
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、
国
の
特
別
部
会

に
お
い
て
は
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と

も
、
会
議
の
中
で
は
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
社
協
・
生
活
支
援
活

動
強
化
方
針
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
会
議
の
中
で
も
繰
り
返
し
「
社
会

福
祉
協
議
会
の
活
動
が
、
地
域
住
民
が
抱
え
る

今
日
的
な
生
活
課
題
の
受
け
止
め
と
解
決
に
つ

な
が
っ
て
い
る
か
を
真
摯
に
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
再
検
証
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、

介
護
保
険
部
門
の
職
員
が
把
握
し
て
い
る
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
以
外
で

の
困
り
ご
と
な
ど
の
情
報
が
、
地
域
福
祉
部
門

に
伝
わ
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
が
、
お
互
い
の

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
、
課
題
を
「
埋
め
戻

社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
は
平
成
22
年
に
策
定

し
た
「
全
社
協
・
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
１
」

の
中
で
、
今
日
的
な
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
に

対
し
て
制
度
外
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
の
開

発
・
実
施
が
必
要
、
と
提
起
し
ま
し
た
。
そ
し

て
平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
に
お
い
て
、
今
日

的
な
社
協
の
存
在
意
義
・
役
割
の
検
討
を
掲

げ
、
国
の
社
会
保
障
審
議
会
特
別
部
会
の
動
き

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討
が
進
め
ら
れ
、
10
月

に
「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
針
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
に

対
応
す
る
こ
と
」、「
相
談
・
支
援
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
」「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
地
域
に
出
向

い
て
い
く
こ
と
）
を
徹
底
す
る
こ
と
」「
地
域

の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
こ
と
」
等
が
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
期
待

今
回
の
全
国
会
議
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
（
案
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
、「
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
支
援
」
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
促
す

意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
同
法
で
規
定
し
て
い
る
と
お

り
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
は
、
そ

の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

者
に
委
託
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
こ
れ
を
受
託
で
き
る

よ
う
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

こ
れ
は
、
一
つ
に
は
同
法
に
よ
る
自
立
相
談

支
援
（
総
合
相
談
）
は
従
前
の
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
や
児
童
等
（
介
護
保
険
を
含
む
）
の

け
て
い
な
い
世
帯
の
増
加
が
容
易
に
推
察
さ

れ
ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
中
に
は
、
社
会
的
に
孤
立

し
、
孤
立
し
て
い
る
こ
と
で
さ
ら
に
生
活
困
窮

の
状
況
が
悪
化
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

ま
た
地
域
の
中
で
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方

や
孤
立
し
て
い
る
方
が
増
え
る
こ
と
で
、
地
域

社
会
の
基
盤
そ
の
も
の
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
に
お
い
て
、
生
活
困
窮
者
対
策

及
び
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
に
総
合
的
に
取

り
組
む
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
、
社
会
保
障
審
議

会
の
生
活
困
窮
者
の
生
活
支
援
の
在
り
方
に
関

す
る
特
別
部
会
に
お
い
て
具
体
の
議
論
が
行
わ

れ
、
そ
の
報
告
を
基
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
案
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

同
法
で
は
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
の
促
進
を

目
的
と
し
て
、「
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支

援
」、「
生
活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支

給
」「
そ
の
他
の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
自
立

の
支
援
に
関
す
る
措
置
」
を
行
う
こ
と
、
こ
の

内
、「
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
」
と
「
生

活
困
窮
者
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
」
に
つ
い

て
は
市
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
が

「
適
切
に
行
う
責
務
を
有
す
る
」
必
須
事
務
と

し
て
平
成
27
年
度
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

去
る
６
月
24
日
・
25
日
に
仙
台
市
に
お
い

て
、「
平
成
25
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
全

国
会
議
（
宮
城
会
場
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
東
京
等
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
社
協
関
係
者
の

参
加
を
促
す
た
め
、
宮
城
会
場
を
含
め
、
全
国

４
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
は
、
今
年
度
の
通
常
国
会
で
は

廃
案
と
な
り
ま
し
た
が
、
秋
の
臨
時
国
会
に
お

い
て
上
程
、
成
立
す
る
見
込
み
の
「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
」
と
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

が
昨
年
10
月
に
策
定
し
た
、「
社
協
・
生
活
支

援
活
動
強
化
方
針
」
の
内
容
、
そ
し
て
こ
れ
ら

に
関
わ
る
取
り
組
み
の
具
体
化
に
つ
い
て
認
識

を
共
有
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
う
役
割

を
再
検
討
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
た
め
で
す
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
長
期
に
わ
た
る
経
済
状

況
の
低
迷
、
非
正
規
雇
用
者
の
増
大
と
、
こ
れ

ら
を
背
景
と
し
た
、
稼
働
年
齢
世
代
も
含
め
た

被
保
護
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
と
同
等
、
あ
る
い

は
生
活
保
護
世
帯
よ
り
困
窮
し
た
状
態
に
あ

り
な
が
ら
何
ら
か
の
要
因
で
生
活
保
護
を
受

全
国
会
議（
宮
城
会
場
）が
開
催

平
成
25
年
度
 社
会
福
祉
協
議
会
活
動
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中
島
准
教
授
か
ら
は
、「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
何
か
新
し
い
こ

と
を
や
る
必
要
は
な
く
、
社
協
の
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
活
か
し
て
、
入
り
口
部
分
の
総
合

相
談
や
、
出
口
と
し
て
の
地
域
に
お
け
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
。」
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
の
会
議
を
通
し
て
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
や
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
の

理
解
と
そ
の
具
体
化
の
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
化
が

は
か
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
い
と
困
る
）
を
生
み
出
す
地
域
社
会
の
関
係

を
紡
ぎ
合
う
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

視
点
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今

般
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
対
策
に
お
い
て

も
、
総
合
相
談
窓
口
の
受
託
（
入
口
）
を
す
る

こ
と
の
み
な
ら
ず
、
解
決
場
面
（
出
口
）
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
福
祉
実
践
を
活
か
し

た
新
た
な
地
域
創
造
力
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
、
文
京
学
院
大
学
の

さ
な
い
」
体
制
を
築
き
つ
つ
あ
る
旨
の
発
表
や
、

法
人
内
だ
け
で
な
く
地
域
の
関
係
団
体
と
も
連

携
し
、「
と
に
か
く
、
ま
ず
相
談
を
受
け
る
」
こ

と
と
し
て
い
る
等
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

鼎
談
の
司
会
を
務
め
た
神
戸
学
院
大
学
の
藤

井
教
授
か
ら
は
、「
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
制

度
に
な
い
対
応
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
）
を
新
た

な
地
域
の
つ
な
が
り
を
構
築
し
な
が
ら
創
造
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
活
に
困
難
を
抱
え
る

方
々
の
、
地
域
で
の
存
在
承
認
（
こ
こ
に
い
て

も
い
い
）
と
役
割
創
造
（
こ
こ
に
い
て
も
ら
わ

私
た
ち
も
豊
か
な
社
会
福
祉
の

実
現
に
貢
献
し
ま
す

私
た
ち
は
社
会
福
祉
の
発
展
を
願
い
福
祉
の
活
動
を

協
賛
す
る
企
業
で
す
。

明
日
の
福
祉
を
見
つ
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

「
今
後
の
求
人
計
画
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」「
希

望
地
域
の
事
業
所
が
少
な
か
っ
た
」（
求
職
者
）

「
参
加
者
は
前
よ
り
少
な
い
よ
う
に
感
じ
た

が
、
良
い
求
職
者
と
話
が
で
き
た
」「
思
っ
た

よ
り
多
く
の
求
職
者
と
話
が
で
き
、
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
」（
参
加
事
業
所
）

福
祉
の
し
ご
と
地
域
就
職
フ
ェ
ア

県
内
８
か
所
で
開
催

福
祉
・
介
護
へ
の
ニ
ー
ズ
の
拡
大
に
伴
い
求

人
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
昨
年

度
の
新
規
求
人
数
は
４
，
２
０
０
人
あ
ま
り
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
が
、
求
職
登
録
者
数
は
こ
こ

数
年
、
年
間
１
，
３
０
０
人
ほ
ど
の
横
ば
い

で
、
結
果
と
し
て
高
い
有
効
求
人
倍
率
（
本
年

７
月
末
で
２
・
42
倍
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
求
人
側
は
若
い
世
代
や
経
験
者
を

望
む
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
中
高
年
や
未
経

験
の
求
職
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
正
規
雇

用
を
望
む
求
職
者
が
多
い
の
に
対
し
、
非
正
規

雇
用
の
求
人
が
多
い
こ
と
な
ど
、
雇
用
条
件
と

求
職
者
の
希
望
と
の
ズ
レ
か
ら
求
人
・
求
職
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

求
職
者
１
３
２
名
が
参
加

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
１
３
開
催

７
月
14
日
（
日
）
盛
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第

１
回
「
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
参
加
し
た
求
職
者
は
１
３
２
名
で
、
午

前
中
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
講
座
や

事
業
所
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
を
実
施
。
午
後
か

ら
は
求
人
事
業
所
36
か
所
に
よ
る
個
別
面
談
会

の
ほ
か
、
職
能
団
体
の
資
格
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
求
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設

け
、
就
労
に
向
け
た
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
参
加
事
業
所
を
訪
問
し
、
採
用
状
況

の
把
握
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
第
２
回
フ

ェ
ア
は
９
月
29
日
（
日
）、
ア
イ
ー
ナ
を
会
場

に
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
講
座
、
事
業
所

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

「
自
分
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
再
認
識
で

き
た
」「
面
接
前
に
準
備
す
る
こ
と
が
整
理
で

き
た
」「
一
度
に
複
数
の
事
業
所
の
理
念
、
採

用
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
」

個
別
面
談
会

「
複
数
の
事
業
所
か
ら
情
報
を
収
集
で
き
た
」

当日のフェアの様子

盛
岡
地
区

（医）
糖
友
会
　
金
子
胃
腸
科
内
科

（医）
緑
明
会
 吉
田
消
化
器
科
内
科
医
院
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9 パートナー

県
内
８
か
所
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
人
材
の
掘
り
起
し
の
た
め
の

「
再
就
職
支
援
講
座
」（
有
資
格
・
未
就
労
者
対

象
事
業
）
や
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
た
め
の

「
福
祉
の
し
ご
と
体
験
事
業
」、
中
高
校
生
等
対

象
の
「
福
祉
の
仕
事
紹
介
事
業
」（
出
前
講
座
）

を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
身
近
な

地
域
で
の
求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的

と
し
て
、
今
後
地
域
に
密
着
し
た
ミ
ニ
面
談

会
、「
福
祉
の
し
ご
と
地
域
就
職
フ
ェ
ア
」
を

東日本大震災に伴う
県内復興等災害VCの動き
（平成25年４月１日～７月31日）

豪雨災害発生のため２市２町で
災害ボランティアセンターを設置

■活動数10市町村
（４月１日から１日でも活動した市町村
VC数）
■活動人数14,083名
■主な活動
サロン活動・写真洗浄・草刈り・海岸

清掃など今年度も多くのボランティアの
方々に支えられ、沿岸部の市町村社協VC
を中心に活動いただいております。
震災から２年以上が経過し、岩手県内

では延べ46万人を超える方々にボランテ
ィア活動へのご協力をいただきました。
今もなお、県内外からたくさんの支援を
いただいております。皆さまの力が大き
な力となり、「明日へ進もう！！」と復興
に向け、歩み続けています。今後も変化
するニーズにあわせて活動していきます
ので、皆さまの変わらぬご支援をよろし
くお願いいたします。各沿岸のボランテ
ィアセンターの詳細については、下記連
絡先・ブログをご参照ください。

野田村復興支援ボランティアセンター
☎0194-71-1414
◇野田村復興支援ボランティアセンターブログ
http://blog.canpan.info/nodashakyo-vc/

宮古市生活復興支援センター
☎090-4478-3984
◇宮古市生活復興支援センターブログ
http://blog.goo.ne.jp/miyakovc/

山田町社協復興支え愛センター
☎0193-77-3262
◇山田町社協復興支え愛センター公式ブログ
～山田社協マンが行く～◇
http://yamadashakyo.blog.fc2.com/

大槌町社協ボランティアセンター
☎0193-41-1555
◇大槌町社協ボランティアセンター
～Jump It Up!それぞれの未来へ向かって～
http://ameblo.jp/otsuchishakyo/

釜石市社協生活ご安心センター
☎0193-22-2310
◇釜石市社協生活ご安心センターブログ
http://kamaishisgc.blog.fc2.com/

大船渡市社協復興ボランティアセンター
☎090-7320-6504
◇大船渡市社協復興ボランティアセンターブログ
http://ameblo.jp/ooshakyo/

陸前高田市社協ボランティアセンター
☎0192-54-5150
◇陸前高田市社会福祉協議会

県内復興支援等ボランティアセンター月別活動人数
（25.４.１～25.７.31）

※活動VC数は、月内に1日でも活動した市町村VC数

4 2,973 10
5 3,602 10
6 3,685 10
7 3,823 10

合　計 14,083 40

月 活動人数 活動VC数

一関市社協東山支部での災害ＶＣの活動
７月26日～27日に発生した集中豪雨で、一関市東山町では松

川地区を中心に、床上浸水65件、床下浸水32件の被害を受けま
した。
一関市社会福祉協議会では７月29日に「一関市社協災害ボラン

ティアセンター東山現地センター」を市社協東山支部に設置し、
ボランティア派遣を開始。東山支部職員を中心に、県社協からの
職員もスタッフに加わり、延べ557名のボランティアが泥出しや
ゴミ出しの79件のニーズに対応した結果、ニーズの終息に伴い８
月５日にセンターを閉所しました。

８月９日には県央部を中心
に記録的な集中豪雨が発生し、
道路や田畑の冠水のほか、河
川の氾濫により多数の家屋で
床上浸水、床下浸水の被害を
受けていました。
この被害を受け、雫石町社

会福祉協議会は８月９日に、
盛岡市社会福祉協議会と矢巾
町社会福祉協議会では８月
10日に相次いで災害ＶＣを
設置。
盛岡市社会福祉協議会は現

在、「盛岡市災害救援ボランテ
ィアセンターつなぎサテライ
ト」から繋地区を中心にボラ
ンティアを派遣しています。
雫石町社会福祉協議会では

主に上和野地区、御明神地
区など、矢巾町社会福祉協
議会は主に岩崎川周辺の又
兵エ新田地区で泥出しなどを
行うボランティアを派遣して
います。
県社協では８月10日に災害

対策本部を設置し、県社協職
員を上記の災害ＶＣに派遣し
ているほか、県内市町村社協
からの応援職員の派遣調整、
情報収集とブログ（http://blog.
goo.ne.jp/iwatekenshakyovc）
による情報発信を行っていま
す。（平成25年８月26日現在）

盛岡市災害VC／重くなった畳を運ぶ様子
（８月24日）

矢巾町災害VC／高校生ボランティアに
よる泥だしの様子（８月24日）

雫石町災害VC／屋内外の泥撤去作業
（８月25日）

盛岡市・雫石町・矢巾町社協における災害VCの活動
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